
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

生まれ変わる公園 

わが国初！ 
公園リノベーションの実務経験者が 
その経験をもとにとりまとめた指南書 

2023年 7月 Amazon から発売！ 

本書は一般書店では販売しておりません。Amazon ，楽天からのみ購入いただけ
ます。下記 URL あるいは 右の QR コードから販売ページへお入りください。
Amazon：https://www.amazon.co.jp/dp/4815038929?tag=myisbn-22 

楽天ブックス：https://books.rakuten.co.jp/rb/17670409/ 

近年、急速に増えてきた都市公園のリノベーションプロジェクト。 
公園は、高度経済成長期以降の新設、そしてそれら施設のマネジ 
メントの時代を経て、リノベーションの時代に入った。 
だからこそ、今後はこの公園リノベーションをいかに計画的に進め
ていくか、が問われている。 
しかし、このリノベーション事業の計画手法はまだ確立しておら
ず、現実はどこも手探りの状態である。 
本書は、公園リノベーションに行政、計画設計、施工、管理運営、
そして研究の各方面から関わった著者陣が、その経験をもとに公園
リノベーションを「計画的に進めていく手法」を具体的に提案す
る。 
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本書は、2021 年 4 月日本造園学会のなかに設けられた「都市公園リノベーション計画技法研究推進委員会」におけ

る議論をもとに、各著者がその実務経験等に基づき執筆したものです。この研究推進委員会の設立趣意は以下のとおり
です。 

 
本研究推進委員会の目的は、これまでの一般的な新設公園の計画の技法とは、異なるリノベーションの計画技法を体系的に明らか

にしていくことである。我が国の都市公園事業は、新設・面積拡大 → マネジメント、長寿命化の時代を経て、ストックの機能を最大
化させる「リノベーション」の時代に入った。都市公園の新設事業は今後減少の一途をたどるなか、ランドスケープ界における事業量
を維持していくためには、「リノベーション」を確実に事業化し、その事業を着実に推進し、都市公園の機能をさらに高め、都市施設
としてより一層評価されるものにしていく必要がある。 
しかし、都市空間のなかで足りないところを探して、そこをランドスケープ技法で埋めるという新設の事業とは異なり、すでに空間

としてはランドスケープ施設で埋められているところを作り替え、新たな機能を発揮させていくリノベーション事業は、どのような
計画手法で事業化の対象地を選定し、どのように計画内容を検討し、どのように実現していくのか、体系的に確立したものがない。 
そこで、本研究推進委員会では、今後の都市公園事業における比重が増すリノベーションの計画技法を体系的に明らかにしていく

ことに取り組んでいく。 


